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責任ある世代への第一歩 責任ある世代への第一歩 責任ある世代への第一歩 

詳細は２ページ目をご覧ください。 

平成２０年度 

－天間林地区 成人式－ 

平成２０年度 

－天間林地区 成人式－ 

平成２０年度 

－天間林地区 成人式－ 



（2） 平成20年（2008）9月号 

　平成20年度七戸町天間林地区成人式が８月14日、

中央公民館で開かれ、真新しいスーツやドレス、

色鮮やかな浴衣に身を包んだ新成人たちが“はたち”

としての自覚と、未来への決意を新たにしました。 

　この日は、昭和63年４月２日から平成元年４月

１日までに生まれた93人のうち66人が出席。式で

は福士町長が「責任のある世代の第一歩。高い理

想をもち、故郷を思う心を大切に力強く歩んでく

ださい」と式辞を述べました。 

　式典後には、中学時代の恩師である中村令子教

諭と藤田幸江教諭による記念講話が行われ、当時

の生徒たちとの思い出や、これから社会人となる

新成人たちへ「仕事するうえで心掛けて欲しいこと」

などを講話。“最後の授業”として真剣に耳を傾

けていました。 

　また会食で、これからの自分、将来やりたいこ

となどを「二十歳の抱負」として発表。久しぶり

に再会した友人や恩師と語り合いながら、笑顔で

楽しみました。 
 

■（１）これからの期待と不安を胸に記念撮影 

■（２）私たち“はたち”になりました！ 

■（３）「誓いの言葉」を述べた甲地真衣さん 

■（４）町民憲章を唱和した二ツ森達也さん 

■（５）中学時代の仲間たちと久しぶりに再会 

 

 

新幹線開業までカウントダウン開始 
駅舎建設工事がいよいよ着工 
 

“昭和”と“平成” 
変り目年生まれの青年らが「成人式」 

 

　2010年度に開業する「東北新幹線七戸（仮称）駅」の駅舎本

体工事が８月１日に着工し、同日、安全祈願と、鉄骨の柱を初

めて立てる「立柱式」が建設地で行われ、式に参加した関係者

ら約70人が工事の無事を祈りました。 

　駅舎は、2006年10月に行われた「駅舎デザインコンセプト

調整会議」にてデザインが決定し、建設費は18億８千万円。今

年３月に鉄道建設・運輸施設整備機構が工事を発注しました。 

　工程では、年内をめどに鉄骨建て方、屋根工事を終え、外壁

と内装工事に移り、2009年９月中旬までに完成を予定しています。 

　式では、福士町長が「感無量の思いです。多くの関係者のこ

れまでの尽力に感謝したい」と述べました。 
 

■（写真・上）三村県知事、福士町長ら、多くの関係者が安全を祈願 

■（下）駅舎は「心安らぐ豊かな自然と歴史の感じられる駅」が 

　　　テーマ 
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（3） 平成20年（2008）9月号 

■たくさんの模擬店が出店され、多くの

　来場者でにぎわった「愛ふるフェスタ」 

　中央公民館において８月11日、平成20年度七戸町戦没者追
悼式が行われ、戦争で家族を亡くされた遺族ら関係者137人
が式に参列し、追悼の意を捧げました。 
　式では黙とうを捧げた後、福士町長が「新しい戦争の形で
あるテロを許すことなく、町民が一丸となって平和を守って
いくことを誓います」と追悼のことばを述べました。 
　続く、平和の誓いでは、町の児童生徒を代表して、榎林中
学校の福村幸太さんが「戦争を経験しない世代が増え、消え
かかっている戦争の恐ろしさを語り継がなければならない」
と述べ、その後、七戸中学校吹奏楽部の演奏が流れるなか、
遺族らによる献花がしめやかに行われました。 
　また、15日には、町民らが正午の時報とともに戦没者に対
し黙祷。夕方、遺族らが七戸川において灯ろう流しを行い、
先祖の御霊を供養しました。 
 
■（写真・上）「平和の誓い」を述べた福村幸太さん 

■（下）献花をし、中には御霊の前で手を合わせる遺族も 

戦後63年・・・ 
追悼式で英霊諸氏の御霊に祈りを捧げる 
 

■小川でどじょうすくいに挑戦する子どもたち 

　グリーン・ツーリズムを推進する「かだれ天間林田舎体
験の会」（中野正章会長）は７月25日から27日の３日間、
毎年恒例となった「夏休みかだれ塾」を開催しました。 
　今年は、青森市や町内から集まった小学生10人が参加。
宿泊交流施設「かだれ天間林」に宿泊しながら、農業や自
然とのふれあいを体験しました。 
　参加した子どもたちは、近所の農家で栽培しているジャ
ガイモやトウモロコシを収穫したり、小川でのどじょうす
くい、飯ごうでのご飯焚きや豚汁づくりにも挑戦。さらに、
酪農体験やブルーベリーの収穫などを行い、いろんな“田
舎”を体感しました。 
　なかでも、天間舘神社で行われた向山満先生とのヒナコ
ウモリ観察では、本物のコウモリに触れるなど貴重な体験
をし、感激した様子。また、初めての試みで、花松老人ク
ラブの方々とグランドゴルフをプレーし、地域住民との交
流を深めました。 
　最後に“塾の教え子たち”は、３日間の体験を絵日記に
まとめ、ひと夏の思い出をかみしめているようでした。 
 

小学生の田舎体験　 
夏休みかだれ塾　開催 

 

　社会福祉協議会（千葉康夫会長）主催の「愛ふるフェスタ
2008 in サマー」が８月１日、イベント広場にて開催され、夏
休み中の子どもたちや地域住民がたくさん訪れ、にぎわいました。 
　同イベントは、障害者と地域に住む子どもや大人たちとの交
流を目的として、平成９年から毎年開かれているもので、今年
で12回を数えました。 
　この日、町内の小・中・高校生や福祉施設の関係者ら約300人
がボランティアとして参加。お菓子屋やフリーマーケットなど
の模擬店を出店しました。 
　また、会場内では「夕涼みコンサート」として、手話コーラ
スや吹奏楽演奏、フラダンスなどが披露され、来場した町民た
ちは、障害者らとともに楽しいひとときを過ごしました。 
 

「愛ふるフェスタ」で 

障害者と地域住民がふれあう 

この様子の写真はかだれ天間林田舎体験の会の 
ホームページ（http ://www.kadaretenma .com）
でも紹介していますのでご覧ください。 
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☆
結
核
予
防
週
間
　 

 
 

９
月
24
日
〜
30
日 

 

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
年
間
約
３
万
人
の
新
規
患
者
が

発
生
し
、
約
２
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
症
状
は
風
邪
に
似
て
い
ま
す
が
、
咳
や
タ

ン
が
２
週
間
以
上
続
い
た
り
、
体
の
だ
る
さ

や
微
熱
・
急
激
な
体
重
減
少
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
赤
ち
ゃ
ん
を
結
核
か
ら

　
守
る
予
防
接
種
で
す 

 

　
結
核
の
免
疫
を
つ
け
る
た
め
、
生
後
３
ヶ

月
か
ら
生
後
６
ヶ
月
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核

の
予
防
接
種
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
町
に
住
所
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
は
３
ヶ
月
健

診
時
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。 

 

☆
健
康
増
進
普
及
月
間 

 
 

９
月
１
日
〜
30
日 

 

　
毎
年
９
月
は
健
康
増
進
月
間
で
す
。
食
事
・

休
養
・
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
20
歳
の
頃
と
比
べ
て
、
10
㎏
以
上
の
体
重

増
加
は
要
注
意
で
す
。 

　
食
べ
す
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
・
運
動
不
足
。「
少

し
ぐ
ら
い
…
。」
と
思
っ
て
い
る
間
に
、
た

く
わ
え
ら
れ
た
脂
肪
。
今
日
か
ら
は
気
を
つ

け
る
。
今
日
か
ら
は
…
。 

　「
今
日
」
は
い
つ
始
ま
る
？ 

     

　
柏
葉
館
に
お
い
て
７
月
18
日
、「
認
知
症
フ

ォ
ー
ラ
ム
IN
し
ち
の
へ
」
を
開
催
し
、
約
130

人
の
町
民
が
来
場
し
ま
し
た
。 

　
認
知
症
を
予
防
し
た
い
、
家
族
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
参
考
に
し

た
い
な
ど
、
参
加
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
が
、
講
演
・
寸
劇
・
予
防
の
講
話
な
ど
を

通
し
て
、
参
加
者
み
ん
な
で
認
知
症
や
う
つ

病
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
集
ま
る
場
所
が

あ
る
こ
と
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
や
運
動
習
慣

も
、
予
防
の
た
め
に
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

                         

 

☆
自
殺
予
防
週
間
　 

 

 

９
月
10
日
〜
16
日 

 

「
伝
え
て
く
だ
さ
い 

 

あ
な
た
の
思
い
」 

 

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
家
族

や
同
僚
に
気
に
な
る
症
状
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
？ 

 

自
殺
の
原
因
の
最
多
は
「
う
つ
病
」 

　
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
気
の
落
ち
込

み
、
不
安
や
あ
せ
り
が
あ
る
な
ど
の
症
状
が

２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
う
つ
病
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
自
分
や
身
近
な
人
の
う
つ
病
の
症
状
に
気

づ
い
た
ら
、
病
院
や
専
門
機
関
へ
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

 

身
近
な
人
が
自
死
で
亡
く
な
っ
た
・
・ 

　
身
近
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
時
、
人
は
さ

ま
ざ
ま
な
複
雑
な
感
情
を
抱
き
、
苦
し
み
を
負

い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
や
体
に
い
ろ
い
ろ
な
変

化
が
起
こ
り
ま
す
。 

　「
な
ぜ
、
自
殺
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
…
」「
あ
の
時
あ
あ
し
て
い
た
ら
…
」

な
ど
、
自
分
を
責
め
た
り
、
後
悔
を
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
あ
な
た
の
責
任
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
一
人

で
抱
え
込
ん
で
苦
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

   

相
談
窓
口 

　
健
康
福
祉
課
で
は
、
心
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☎
　
６
８
―
４
６
３
１ 

  

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

上十三保健所健康相談等日程 
 
＊利用される方は、受付時間を厳守してください。また、
　なるべく事前に予約をしてご利用してください。 

〈場所〉上十三保健所　　　〈問合せ先〉☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈場所〉三沢市役所　保健相談センター〈問合せ先〉☎57－0707 
 
 
 
 

※一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 

開会の挨拶 民生委員、児童委員による寸劇の様子 

月日 

9.  3㈬ 

9.16㈫ 

9.17㈬ 

9.17㈬ 

9.24㈬ 

9.30㈫ 

月日 

9.24㈬

種 別  

HIV（エイズ）に 
関 す る 相 談  

女 性  
健 康 相 談  

C型肝炎検査 

HIV（エイズ）に 
関 す る 相 談  

精 神 保 健  
福 祉 相 談  

骨髄バンク 
登 録 相 談  

種 別  

療 育 相 談  

受付時間 

13：00～14：00 

10：00～10：30 

10：30～11：30 

13：00～14：00 

13：00～14：00 

10：00～11：00 

受付時間 

新規14：00～14：30 
継続13：00～14：00 

 

対 象 等  

一般の方 

思春期から更年
期に至る女性 

一般の方 

一般の方 

精神・神経・飲
酒等の相談 

骨髄バンク 
登録希望者 

対 象 等  

発達が 
気になる児童 

『
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
し
ち
の
へ
』を 

開
催
し
ま
し
た 

【青森県の不妊に関する支援について】 

　県では、体外受精・顯微受精の「特定不妊治療」を受けた方の経済的
負担を軽減するため、「青森県特定不妊治療助成事業」を実施していま
す。助成額及び回数は、１組の夫婦について１回の治療につき10万円
を限度とし、年度に２回までとなっています。助成期間は通算５年です。 
　また、不妊に関する無料の相談窓口を弘前大学医学部附属病院に設
置しています。（相談には予約が必要となります） 
　詳しくは、上北地域県民局地域健康福祉部保健総室（☎0176－23－
4261）または、県こどもみらい課（☎017－734－9303）までお問い合
わせください。 

～パパ・ママスクールのお知らせ～ 
　今年度第２回目のパパ・ママスクール（両親学級）を開催します。 
◆対　象　町に住所を有する妊婦ならびにその夫または家族の方 
◆日　時　平成２０年９月２５日（木）　午後６時～８時３０分 
　　　　　　＊受付時間　午後５時４５分～６時 
◆場　所　天間林保健センター 
◆内　容　沐浴実習、お父さんの妊婦体験、赤ちゃんの心臓の音を聴い
　　　　　てみよう、妊娠中の栄養（夕食試食提供） 
◆申込み　９月１８日（木）までに申込みください。 
　　　　　（参加には事前の予約が必要です） 
　　　　　※当日は、母子健康手帳をお持ちください。 

けん   び 
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分館名 

白 石  

坪 

哘 

道ノ上 

中 野  

天間舘 

森ノ上 

花 松  

榎 林  

二ツ森 

李 沢  

開 催 日 時 

９月13日（土） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前10時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月14日（日） 
　午前11時～ 
９月15日（月） 
　午前11時～ 
９月15日（月） 
　午前11時～ 
９月15日（月） 
　午前11時～ 
 

開 催 場 所 

白石地区 
コミュニティセンター 
坪地区農産物加工等施設 
（坪地区集会所） 

哘地区集会所 

道ノ上 
コミュニティセンター 
中野地区コミュニティセンター
（中野分館） 

天間林農村環境改善センター 

森ノ上コミュニティセンター 
（森ノ上集会所） 

四ケ村集会所 
 
榎林地区農産物加工等施設 

二ツ森地区 
コミュニティセンター 

李沢地区集会所 

 

 

 

 

 

 

　今月は先月から引き続き「認知症の

お年寄りとの接し方」をご紹介します。 
 

 

 

 

 

◆具体的な接し方の例（その２） 

▽ 事例３ ～見当識障害～▽  
「今日は何月何日？」 

 

　「今日は何月何日だった？」など何度

も同じことを繰り返し聞くことがあり

ます。            

　このような場合、「さっきから何度も

言ってるでしょ！」と強く返すとお年

寄りはつらく悲しい思いをしてしまい

ます。        

☆ ポイント ☆  
・同じ立場で“不安を取り除く” 

 

　認知症のお年寄りにとって日付けを

知りたいというのは、今日が何月何日で、 

 
 
 
 
 

ここがどこのかがわからず不安なため

です。何度も聞き確認することで“安

心したい”という気持ちを持っていた

いからだといわれています。            

　このような時は、根気よく繰り返し

教えてあげたり、一緒に確認するなど“不

安を取り除く”ことが必要とされます。

心に余裕がないときは、大きな日めく

りカレンダーを見やすい所にかけるな

どでもよいのではないでしょうか。            

▽ 事例４ ～徘徊（はいかい）～▽ 
「家に帰る」・帰り道がわからなくなる 
 

　徘徊は、認知症の

お年寄りにみられる

特徴的な行動です。

現役を引退している

のに「仕事に行く」

と言ったり、自宅に 

いるにもかわらず「家に帰る」と言っ

たりして外に出ようとします。 

　多くの場合、外に出て行ったお年寄

りは帰りの道がわからなくなり家に帰

って来れなくなってしまいます。 

　このような場合、お年寄りの思いを

否定したり、外に出られないように家

に鍵をかけたりするとその思いが強く

なってしまいます。 

 
 
 
 
 

☆ ポイント ☆  
・本人の話しに合わせた対応をする 
・身近な見守りのネットワークを作る 

　徘徊は、対応が難しい場合が多いで

すが、介護者に余裕があるのであれば、

「一緒に帰りましょう」と10分程度付

き添いながら散歩をして、お年寄りの

気が晴れたら自宅へ帰るという方法が

理想です。夕方であれば、「外はもう

暗くなるから今日は家に泊まって、明

日の朝帰りましょう」とお年寄りの思

いを否定しない対応が良いでしょう。 

　しかし、いつも介護者に余裕がある

わけではありません。もし、一人で出

かけてしまうことがあるなら、住所や

名前、電話番号などを書いた名札を着

衣に付けておいたり、名刺をポケット

に入れておくなどをしておくという方

法も考えられます。 

　また、よく行くお店や場所があるの

なら、お店の人や近所の人に一人で歩

いている時は教えてもらうようにお願

いしておくことも大切です。   

七戸町地域包括支援センター

（天間林保健センター内）☎68−3500

地域包括支援セン
ターだより 地域包括支援セン
ターだより 

天間林地区75歳以上のみなさまへ 
 

敬老会のお知らせ 
 
　天間林地区では、75歳以上の方を対象に、平成20年度
の敬老会を開催します。 
　対象者はそれぞれの分館へお集まりください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七戸地区70歳到達者のみなさまへ 
 

盛年式のお知らせ 
 
　七戸地区では、70歳到達者並びに顕彰者を招待し、 
平成20年度の盛年式を開催します。 
　対象者にはハガキでお知らせしています。 
○日　時　平成20年９月12日（金）午前11時から 
○場　所　柏葉館 
○内　容　記念式典、アトラクション 
○対象者　　 
■70歳到達者（昭和13年4月1日～昭和14年3月31日生） 
■90歳顕彰者（大正  7年4月1日～大正  8年3月31日生） 
■100歳顕彰者（明治41年4月1日～明治42年3月31日生） 
■101歳顕彰者（明治40年3月31日以前の出生者） 
■88歳到達者夫婦顕彰者（夫婦のどちらかが大正9年4月
　1日～大正10年3月31日までの間に出生し、かつ、と
　もに満88歳以上となる夫婦） 
 

平成20年度 七戸町長寿祝い金の贈呈について 
 
　長年にわたり社会に貢献された功績をたたえ、その労をねぎ
らうことを目的として、対象者に長寿祝い金を贈呈します。 
　該当者には通知しますがご不明の点は下記まで問い合わせく
ださい。  
　■対 象 者　88歳到達者 
　　（大正9年4月1日～大正10年3月31日までの出生者） 
　■贈 呈 額　30,000円 
　■贈呈方法　口座振り込みまたは現金支給 
 

　贈呈日　平成20年９月18日(木) 
 

認知症を正しく知ろう 
 
 

認知症を正しく知ろう 
－認知症のお年寄りとの接し方編－ 

＜中　編＞ 

問合せ先：健康福祉課　☎６８－３５００ 



 

　
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
と
な
っ
た
８
月
16
日
、「
第
２

回
し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り
」
が
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、

お
盆
の
帰
省
客
や
家
族
連
れ
が
大
勢
来
場
し
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
旧
市
町
村
か
ら
続
い
て
き
た
「
み
よ
こ
ま
つ
り
」

と
「
ベ
ゴ
ッ
コ
ま
つ
り
」
が
昨
年
ひ
と
つ
に
な
り
、

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た
夏
ま
つ
り
は
、
威
勢
の
い

い
「
八
甲
田
太
鼓
」
の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
の
目
玉
は
、
”み
よ
こ
“
に
扮
し
た
騎
手

を
乗
せ
、
馬
そ
り
を
ひ
っ
ぱ
る
「
人
間
ば
ん
ば
レ
ー

ス
」
。
全
長
55
メ
ー
ト
ル
で
、
途
中
、
大
小
二
つ
の

障
害
物
を
乗
り
越
え
る
特
設
コ
ー
ス
に
、
力
自
慢
の

男
女
15
チ
ー
ム
が
集
結
し
ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
滑

り
や
す
く
な
っ
た
コ
ー
ス
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
、

精
一
杯
そ
り
を
引
く
”馬
た
ち
“
に
、「
が
ん
ば
れ
！
」

「
そ
れ
、
ひ
っ
ぱ
れ
！
」
な
ど
、
観
客
か
ら
力
強
い

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ケ
ロ
ロ
軍
曹
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
や

郷
土
芸
能
が
行
わ
れ
、
自
慢
の
歌
や
踊
り
を
披
露
。

地
元
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
て
ん
ま
夢
創
会
」
も
華
麗

な
舞
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
を
締
め
く
く
っ
た
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
人

気
上
昇
中
の
若
手
歌
手
「
愛
沢
峻
也
」
が
力
強
く
熱

唱
。
続
く
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
優
秀
歌
唱
賞
な
ど

数
々
の
賞
に
輝
く
「
松
原
の
ぶ
え
」
が
30
周
年
記
念

曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
客
席
に
足
を
運
び
、
握
手

を
交
わ
し
な
が
ら
歌
声
を
披
露
す
る
歌
手
ら
に
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
声
援
と
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
会
場
内
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
フ
リ
ー
キ
ッ
カ
ー
で
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
七
戸
産
短
角
牛
の
試
食

も
行
わ
れ
、
美
味
を
堪
能
。
一
日
を
通
し
て
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

夏
。最
高
潮
！ 
夏
。
夏
。最
高
潮
！

最
高
潮
！ 
夏
。最
高
潮
！ 

-
 

第
２
回

第
２
回 

し
ち
の
ち
の
へ
夏
ま
つ
り

へ
夏
ま
つ
り -

-
 

第
２
回 

し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り -

フリーキッカー ストラックアウト 短角牛の試食 フリーキッカー 

てんま夢創会 

郷土芸能
 

お遊戯 

てんま夢創会 

郷土芸能
 

お遊戯 

ストラックアウト 短角牛の試食 



松原のぶえ 愛沢峻也 

八甲田太鼓 

派手なみ
よこさん

登場 

松原のぶえ 愛沢峻也 

声援に応える 

祝！２連覇 

人間ばんばレース「よ～い、ドン！」 

「仮装では負けない！」 

声援に応える 

八甲田太鼓 

祝！２連覇 

人間ばんばレース「よ～い、ドン！」 

ケロロ軍曹と握手 ケロロ軍曹と握手 「仮装では負けない！」 

派手なみ
よこさん

登場 

セ
イ
ヤ
！

セ
イ
ヤ
！ 

セ
イ
ヤ
！ 



（8） 平成20年（2008）9月号 

第63回 市町村対抗青森県民体育大会 結果 

 
十
和
田
市
を
主
会
場
に
８
月
２
日
、

３
日
、
９
日
、
10
日
の
４
日
間
、
「
第

63
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
町
選
手
団
は
全
15
種
目
に
参
加
し
、

う
ち
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
競
技
で
も
好
成

績
を
残
し
、
町
村
の
部
で
は
、
総
合
７

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
町
村
の
部
】 

　
七
戸
町
… 

総
合 

第
７
位 

 

　
①
鶴
田
町  

②
板
柳
町  

③
五
戸
町
　 

　
④
東
北
町  

⑤
藤
崎
町  

⑥
大
鰐
町 

                

【
種
目
別
】 

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　 

第
１
位 

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　 

第
１
位 

◆
剣
道
　
　
　
　
　
　
　 

第
１
位 

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
　
　
　 

総
合
第
１
位 

（
団
体
戦
）
　 

第
１
位 

（
個
人
戦
）
　 

第
１
位
　
新 

山 

沙 

織 

　
　
　
　
　
　 

第
２
位
　
新 

山 

勝 

男 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
戸 

舘 

克 

彦 

◆
水
泳
競
技
　
　
　
　
　 

総
合
第
６
位 

（
個
　
人
） 

　
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
50
歳
以
上
　 

　
　
　
　
　
　 

第
１
位
　
藤
田
恵
美
子 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
舩 

山 

と 

よ 

　
男
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
60
歳
以
上 

　
　
　
　
　
　 

第
２
位
　
高
田
千
代
正 

　
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
40
歳
以
上 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
中 

野 

真 

美 

　
男
子
50
ｍ
背
泳
ぎ
60
歳
以
上
　 

　
　
　
　
　
　 
第
３
位
　
米
内
山
正
義 

　
男
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
30
歳
以
上 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
町 

屋 

淳 

一 

◆
陸
上
競
技 

（
個
　
人
） 

　
男
子
１
５
０
０
ｍ
Ｂ 

　
　
　
　
　
　 

第
２
位
　
原 

子  

　
明 

　
男
子
走
高
跳
Ｂ 

　
　
　
　
　
　 

第
２
位
　
阿 

部 

泰 

晴 

　
男
子
１
５
０
０
ｍ
Ｃ 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
高 

田 

安 

公 

　
男
子
１
５
０
０
ｍ
Ｂ 

　
　
　
　
　
　 

第
３
位
　
上
原
子
憲
樹 

◆
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　 

ベ
ス
ト
８ 

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　 

ベ
ス
ト
８ 

 

     

　
三
沢
市
を
主
会
場
に
７
月
13
日
、
26
日
、
27

日
の
３
日
間
、
「
第
59
回
北
奥
羽
総
合
体
育
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
上
北
郡
は
総
合
第
４
位
に

輝
き
ま
し
た
。 

　
町
か
ら
は
７
種
目
に
上
北
郡
代
表
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
上
北
郡
】
…
総
合 

第
４
位 

（
①
八
戸
市
　
②
む
つ
市
　
③
十
和
田
市
） 

 【
種
目
別
】 

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
　
　
総
合
第
２
位 

　
　
（
団
体
戦
）
　
　
第
２
位 

　
　
（
個
人
戦
）
　
　
第
１
位
　
新 

山 

勝 

男 

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
第
２
位 

◆
水
泳
　
　
　
　
　
　
総
合
第
２
位 

（
個
　
人
） 

女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
50
歳
以
上 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
諏 

訪 

道 

子 

女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ
60
歳
以
上
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
向
中
野
安
子 

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
第
３
位 

◆
弓
道
　
　
　
　
　
　
第
７
位 

      

第
３
回
「
七
戸
町
長
杯
」 

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催 

 

　「
七
戸
町
長
杯
」
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
８
月
６
日
か
ら
２
日
間
、
天
間
林
地
区

の
各
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
全
24
チ
ー
ム
、

401
人
の
選
手
た
ち
が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
福
士
町
長
ら
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
天
間
林
西
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将

の
天
間
駿
一
選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 

　
試
合
で
は
、
選
手
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
。
保
護
者
の
応
援
に
も
力
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
優
勝
の
み
掲
載
） 

【
小
学
校
野
球
】 

　
　
　
　
天
間
林
西
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

【
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】 

　
　
　
　
東
北
第
一
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

【
中
学
校
野
球
】
　
　
　
　
　
　
東
北
中
学
校 

【
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
　
　
上
北
中
学
校 

  

第
５９
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

北
奥
羽
総
合
体
育
大
会
　
結
果 

優勝した女子ソフトボール競技の選手ら 

天間西小スポーツ少年団と 
七戸ライオンズスポーツ少年団の試合 



（9） 平成20年（2008）9月号 

優勝したTRIAS（トリアス） 
七戸SCのメンバー 

清掃に汗を流すTRIASメンバー 

            

 

■
先
鋒  

長 

山
　
和 

寛（
天
間
西
小
５
年
） 

■
次
鋒  

塚 

尾
　
凌 

河（
七
戸
小
４
年
） 

■
中
堅  

山 

田 

佳
也
子（
城
南
小
６
年
） 

■
副
将  

大 

池
　
勇 

輝（
七
戸
小
６
年
） 

■
大
将  

作 

田 

遼
太
郎（
七
戸
小
６
年
） 

■
補
員  

塚 

尾
　
右 

恭（
七
戸
小
５
年
） 

■
補
員  

高 

田 

し
ず
く（
天
間
東
小
５
年
） 

■
補
員  

楢 

舘
　
一 

輝（
城
南
小
６
年
）  

          

　
「
第
30
回
全
日
本
少
年
武
道
錬
成
大
会
剣
道

競
技
」
が
７
月
26
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
約
450
チ
ー
ム
が
集
結
し
、

全
16
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
、
鍛
錬
し
た

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

　
当
町
か
ら
柏
葉
少
年
剣
士
隊
が
選
抜
で
参
加

し
、
第
５
コ
ー
ト
に
出
場
。
１
回
戦
よ
り
順
調

に
勝
ち
進
み
、
コ
ー
ト
の
決
勝
に
進
出
し
ま
し

た
。 

　
決
勝
で
は
、
静
岡
県
の
克
明
館
に
３
対
０
で

快
勝
。
第
５
コ
ー
ト
の
優
勝
チ
ー
ム
と
な
り
、

優
勝
決
定
戦
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。 

　
優
勝
決
定
戦
で
は
、
第
６
コ
ー
ト
の
優
勝
チ

ー
ム
、
神
奈
川
県
の
正
栄
館
磯
辺
道
場
Ａ
と
対

戦
。
惜
し
く
も
３
対
２
で
破
れ
、
県
勢
初
の
優

勝
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
準
優
勝
と
い

う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。 

　
山
田
真
太
郎
監
督
は
「
選
手
た
ち
は
、
優
勝

旗
を
逃
し
た
悔
し
さ
、
銀
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た

嬉
し
さ
、
充
実
感
、
柏
葉
の
剣
道
は
全
国
に
通

用
す
る
と
い
う
自
信
な
ど
、
物
に
は
代
え
ら
れ

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
全
国
大
会
か

ら
貰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と
選
手
の
成
長
ぶ

り
を
嬉
し
そ
う
に
述
べ
ま
し
た
。 

           

　「
第
26
回
全
日
本
小
・
中
学
生
女

子
個
人
戦
選
抜
錬
成
大
会
青
森
県

予
選
会
」
が
７
月
21
日
、
青
森
市

ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
行
わ
れ
、
当
町

の
柏
葉
少
年
剣
士
隊
か
ら
、
山
田

佳
也
子
選
手
（
城
南
小
６
年
）
と

高
田
し
ず
く
選
手
（
天
間
東
小
５

年
）
の
２
人
が
選
抜
さ
れ
、
参
加

し
ま
し
た
。 

　
高
田
選
手
は
惜
し
く
も
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
第
１
シ
ー
ド

で
２
回
戦
か
ら
登
場
し
た
山
田
選

手
は
、
初
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
上

が
り
、
準
決
勝
で
青
森
市
絋
武
館

の
太
田
選
手
、
決
勝
で
は
弘
前
市

剣
真
会
の
坂
本
選
手
を
破
り
、
見

事
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
山
田
選
手
は
、

10
月
に
富
山
県
で
行
な
わ
れ
る
全

日
本
大
会
に
、
青
森
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。 

            

第
21
回
七
戸
町
長
杯 

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

             

　
七
戸
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
寺
沢
太
郎
会
長
）

主
催
の
「
第
21
回
七
戸
町
長
杯
サ
ッ
カ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月
26
、
27
日
の
２
日
間
、

七
戸
総
合
運
動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
盛
岡
市
の
強
豪
、
ジ
ュ
ニ
ア
・

ア
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ
を
始
め
、
県
内
37
チ
ー
ム
、

約
430
人
の
選
手
た
ち
が
参
加
し
、
暑
さ
に
負

け
な
い
力
強
い
プ
レ
ー
を
見
せ
ま
し
た
。 

　
結
果
、
Ｕ-

12
の
部
で
地
元
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ

（
ト
リ
ア
ス
）
七
戸
Ｓ
Ｃ
が
見
事
優
勝
を
手

に
し
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

※
優
勝
の
み
掲
載 

【
Ｕ-

12
】
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
七
戸
Ｓ
Ｃ
　
（
七
戸
町
） 

【
Ｕ-

10
】
六
ヶ
所
Ｓ
Ｃ
　
　
　
　
（
六
ヶ
所
村
） 

【
Ｕ-

９
】
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ
（
盛
岡
市
） 

【
Ｕ-

８
】
多
賀
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
Ｓ
Ｓ
Ｓ 

Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
戸
市
） 

 

柏葉少年剣士隊が全日本で準優勝！ 

剣道・山田佳也子選手（城南小６年）が全国大会へ！ 

柏葉少年剣士隊が全日本で準優勝！ 

剣道・山田佳也子選手（城南小６年）が全国大会へ！ 

TRIAS七戸SC 
父母の会が 

感謝を込め、清掃活動 
 

　 

TRIAS七戸SC 
父母の会が 

感謝を込め、清掃活動 
 

　TRIAS七戸SC父母の会 

（小又敏明会長）は８月３日、

清掃奉仕活動を行いました。 

　この活動は、日ごろ、お

世話になっている地域の皆

さんへの感謝の気持ちを込

めて毎年行っているもので、

今では恒例の行事となって

います。 

　当日は、小学校１年生か

ら６年生までの42人の児童

と保護者26人が参加し、柏

葉館前と七戸小学校前の二

手に分かれてスタート。暑

い中、約２キロの道のりを

ゴミ拾いし、汗を流しました。 

　小又会長は「今後も地域

の協力を得ながら、サッカ

ーを通じて子どもたちの成

長を見守りたいと思ってい

ます。」と述べました。 

 



 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報 

大
手
消
費
者
金
融
会
社
を 

か
た
る
ヤ
ミ
金 

  

【
相
談
内
容
】 

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
宣
伝
し
て
い
る
大
手
消
費
者
金

融
会
社
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
金
利
が

安
か
っ
た
の
で
お
金
を
借
り
よ
う
と
思
い
電
話
し
た
と

こ
ろ
、
信
用
確
認
の
た
め
に
50
万
円
振
込
ん
で
欲
し
い

と
言
わ
れ
た
。
言
わ
れ
た
と
お
り
に
振
込
ん
だ
が
、
融

資
さ
れ
な
い
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

　
最
近
、
大
手
金
融
会
社
と
非
常
に
よ
く
似
た
会
社
名

を
用
い
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
ヤ
ミ
金
業
者

が
い
ま
す
。
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
す
る
か
、

ま
た
は
下
記
機
関
へ
電
話
す
る
な
ど
し
て
、
登
録
を
受

け
た
貸
金
業
者
で
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

○
財
務
局
長
登
録
業
者
に
関
し
て 

　
青
森
財
務
事
務
所
　 

☎
０
１
７-

７
２
２-

１
４
６
３ 

○
青
森
県
知
事
登
録
業
者
に
関
し
て
　 

　
青
森
県
商
工
政
策
課 

☎
０
１
７-

７
３
４-

９
３
６
８ 

 

【
対
　
策
】 

　
正
規
の
貸
金
業
者
は
、
保
証
金
や
借
入
金
デ
ー
タ
の

抹
消
な
ど
、
い
か
な
る
名
目
で
あ
っ
て
も
、
融
資
を
前

提
に
現
金
を
振
込
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
金

を
振
込
む
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
、
融
資
保
証
金
詐
欺
で

す
の
で
、
絶
対
に
振
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

■
連
絡
先 

　
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
青
森
相
談
室
　
☎
０
１
７-

７
２
２-

３
３
４
３ 

 

 七戸町民大学講座の開催 
　今月の町民大学講座は、平川市在住の作家・コラムニスト・
３歳児の母である山田スイッチさんの楽しいトークを交え
ながら、男女共同参画について一緒に考えたいと思います。 
　町民多数の受講をお願いします。 

【第５講座】 
■日　時　平成20年９月20日（土） 
　　　　　南公民館集会室  午後1時30分～午後3時30分 
■テーマ　男女共同参画講座 
　　「出会えばつながる  地味でもいいから  未来のために」 
■講　師　 
　◇山田スイッチさん 
　　（作家・コラムニスト、現在、陸奧新報紙にて「山田
　　スイッチの育児日記」、讀賣新聞・青森県版にて「山
　　田スイッチのTHE・青森暮らし」を連載中） 
　◇田中弘子さん　（NPO法人青森県男女共同参画研究所） 
■共　　催　女性フォーラム七戸 
■問合せ先　南公民館　☎62－２１１８ 
 
 第４回児童館まつりのご案内 
　地域交流、ふれあいの場として『第４回児童館まつり』を
開催します。遊びコーナー、無料体験コーナー、だがし屋など、
楽しい催し物をたくさん準備しております。ご近所お誘い
合わせのうえ、多数のご来場をお待ちしております。 

◆日　　時　平成20年９月28日（日） 
　　　　　　午前９時30分～午後２時 
◆場　　所　柏葉館 
◆主　　催　城南児童館 
◆共　　催　城南母親クラブ・ひまわり母親クラブ 
◆後　　援　日赤青森県支部・日赤七戸町分区 
◆問合せ先　城南児童館　☎62－６６５６ 
　　　　　　城北分館　　☎62－６２８９ 
 

七戸花友会からのお知らせ 
 
　七戸花友会では、次により秋の山野草展を開催します。 

○日　　時　平成20年10月４日（土）・５日（日） 
　　　　　　午前9時～午後4時 
○場　　所　南公民館　集会室 
○問合せ先　田中　☎62－２０８４ 
 
 
 
 
 

 
七戸中学校生徒が県大会で大活躍！ 

東北大会出場を町長に報告 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　７月に行われた県大会で上位入賞を果　７月に行われた県大会で上位入賞を果

たし、東北大会に出場することになった東北大会に出場することになった

七戸中学校の運動部員と吹奏楽部員が８七戸中学校の運動部員と吹奏楽部員が８

月７日、福士町長のもとを訪れ、抱負を月７日、福士町長のもとを訪れ、抱負を

語りました。 

　この日訪れたのは、県中学校体育大会　この日訪れたのは、県中学校体育大会

のバドミントン競技で個人３位に入賞しのバドミントン競技で個人３位に入賞し

た２年の岡村翼さん、陸上競技・女子

1,500メートルで優勝した1年の佐藤真

衣子さん。 

　また、「全日本吹奏楽コンクール県大会」

小編成の部で金賞を受賞した吹奏楽部、

３年の田高実咲部長と西野佳苗副部長の３年の田高実咲部長と西野佳苗副部長の

生徒４人。来庁した生徒たちは、県大会生徒４人。来庁した生徒たちは、県大会

での戦績と入賞の喜び、今後の練習の取での戦績と入賞の喜び、今後の練習の取

り組みなどを話し、東北大会に向け意気り組みなどを話し、東北大会に向け意気

込みを見せました。 

　その勇姿に福士町長は「皆さんの活躍　その勇姿に福士町長は「皆さんの活躍

は町の名誉です。納得のいく結果が出せは町の名誉です。納得のいく結果が出せ

るように頑張ってください」と激励の言るように頑張ってください」と激励の言

葉を述べました。 

 

 
七戸中学校生徒が県大会で大活躍！ 

東北大会出場を町長に報告 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　７月に行われた県大会で上位入賞を果

たし、東北大会に出場することになった

七戸中学校（藤田始校長）の運動部員と

吹奏楽部員が８月７日、福士町長のもと

を訪れ、抱負を語りました。 

　この日訪れたのは、県中学校体育大会

のバドミントン競技で個人３位に入賞し

た同中２年の岡村翼さん、陸上競技・女

子1,500メートルで優勝した1年の佐藤

真衣子さん。 

　また、「全日本吹奏楽コンクール県大会」

小編成の部で金賞を受賞した吹奏楽部、

３年の田高実咲部長と西野佳苗副部長の

生徒４人。来庁した生徒たちは、県大会

での戦績と入賞の喜び、今後の練習の取

り組みなどを話し、東北大会に向け意気

込みを見せました。 

　その勇姿に福士町長は「皆さんの活躍

は町の名誉です。納得のいく結果が出せ

るように頑張ってください」と激励の言

葉を述べました。 

 

 

■町長に東北大会の抱負を語る生徒たち 

生涯学習カレンダー
に10月5日（日）と
ありますが、変更
になりました。 

（10） 平成20年（2008）9月号 



（11） 平成20年（2008）9月号 

  

《
短
　
歌
》 

清
流
の
耳
底
に
あ
り
今
日
の
日
を 

　
　
　
画
帳
と
共
に
伏
す
蔦
の
宿 

瀬
川
翆
蛙 

 

豆
畑
の
鴉
に
見
せ
か
け
棒
の
先 

　
　
　
黒
き
ビ
ニ
ー
ル
野
風
に
踊
る 沢

橋
美
沙 

 

西
日
さ
す
厨
に
孫
の
焼
き
く
れ
し 

　
　
　
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
味
を
楽
し
む 

中
村
由
紀 

 

話
し
声
さ
え
ぎ
る
程
の
屋
根
を
打
つ 

　
　
　
待
ち
い
し
雨
も
脅
威
と
な
り
て 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

気
が
付
け
ば
わ
れ
も
大
き
声
出
し
て
読
む 

　
　
　
脳
の
活
性
化
め
ざ
し
て
今
朝
は 

哘
崎
ア
イ
子 

 

朝
明
け
の
さ
や
け
き
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を 

　
　
　
今
し
聞
く
こ
そ
幸
い
な
れ 

高
田
洋
子 

 

遥
け
き
日
の
ぬ
く
も
り
あ
り
や
人
形
を 

　
　
　
あ
や
す
老
女
の
ま
な
ざ
し
や
さ
し 

原
信
子 

 

こ
の
池
に
兵
の
化
身
蛍
の
還
り
し
と
い
ふ 

　
　
　
知
覧
の
宿
で
聞
く
物
語 

佐
藤
悠
一  

      

《
俳
　
句
》 

笛
吹
け
ど
踊
ら
ぬ
蝦
蟇
の
面
構
え 

福
士
岬
人 

 

休
耕
田
元
に
戻
せ
と
行
々
子 

福
田
露
幸 

 

聞
き
流
す
こ
と
も
大
事
や
力
草 

川
村
亜
輝
子 

 

む
づ
か
し
き
事
に
は
触
れ
ず
心
太 

　
　
田
明 

   

《
川
　
柳
》
「
化
粧
」 

夕
の
憂
さ
化
粧
で
隠
す
今
朝
の
嫁 

香
っ
ぺ 

 

百
円
の
化
粧
品
で
も
化
け
ら
れ
る 

布
実 

 
孫
の
婚
八
十
路
の
母
も
薄
化
粧 

陽
湖 

★新着図書の紹介★  

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

★今月の休館日…15日（月）、23日（火）　図書館・図書室は、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も毎日開館しています。 

                            

　
　
け
し
ん
ぼ
た
る 

う 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

幽談 

剣客春秋　－青蛙の剣－ 

時が滲む朝 

フラワーズ 

新渡戸稲造と教育 

ビーズ編みのエジング 
　－かぎ針とビーズでつくる縁飾り－ 

ママも今日から働くワ！ 
　－主婦の再就職講座－ 

ハリーポッターと死の秘宝（上･下） 

お化け屋敷へようこそ 

こぶたのぶうぶそらをとぶ 

等　一般書　２８冊　児童図書　２１冊 
（７／１１～８／１０登録分） 

書 名  

Qのしっぽはどっち向き？ 
　３秒で人を見抜く心理学 

冒険家 75歳エベレスト挑戦記 

なぜ君は絶望と闘えたのか 
　本村洋の3300日 

発酵なしでウルトラ簡単パン、
ピザ、中華まん 

切羽へ 

時が滲む朝 

えらいえらい！（大型絵本） 

こわれたとうふ 

ハリーポッターと死の秘宝（上･下） 

よしよしなでなで 

等　一般書　２７冊　児童書　３４冊 
（７／１１～８／１１登録分） 

著 者 名  

京 極 夏 彦  

鳥 羽 　 亮  

楊 　 　 逸  

谷 村 志 穂  

八木橋鉄弘（著） 
永瀬　俊明（絵） 

 

上 田 　 晶 美  

Ｊ・Ｋ・ローリング（著） 
松 岡 佑 子（訳） 

川 端 　 誠  

あまんきみこ（作） 
武 田 美 穂（絵） 
 

著 者 名  
 

リチャード・ワイズマン 

三　浦　雄一郎 

門 田 隆 将  

上 田 淳 子  

井 上 荒 野  

楊 逸

ますだゆうこ（文） 
竹 内 通 雅（絵） 

下 村 　 昇  

Ｊ・Ｋ・ローリング（著） 
松 岡 佑 子（訳） 

とくながまり(文) 
いりやまさとし(絵)

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



        

〜
少
子
化
対
策
の
カ
ギ
は 

夫
の
家
事
・
育
児
参
加
〜 

 

”あ
い
“と

”ゆ
う
“の デ
ー
タ
ト
ー
ク 

 

あ
い
：
夫
婦
１
年
間
の
子
ど
も
の
出
生
状
況

　
　
　
に
つ
い
て
興
味
深
い
結
果
が
出
た
よ
。

ゆ
う
：
ど
ん
な
結
果
？ 

あ
い
：
妻
の
職
場
に
育
児
休
業
制
度
が
あ
る

　
　
　
か
ど
う
か
で
、
夫
婦
に
子
ど
も
が
生

　
　
　
ま
れ
る
率
が
約
３
倍
も
差
が
出
た
こ

　
　
　
と
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
子
ど
も
を
産

　
　
　
ん
だ
後
も
同
じ
職
場
で
仕
事
を
続
け

　
　
　
ら
れ
る
と
い
う
保
障
が
あ
れ
ば
、
産

　
　
　
み
や
す
く
な
る
っ
て
わ
け
だ
ね
。 

ゆ
う
：
へ
ぇ
。
そ
う
な
ん
だ
。 

あ
い
：
そ
れ
か
ら
、
夫
の
家
事
・
育
児
時
間

　
　
　
が
多
い
ほ
ど
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

　
　
　
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
よ
。 

　
　
　
第
１
回
調
査
の
時
に
子
ど
も
が
欲
し

　
　
　
い
と
考
え
て
い
た
夫
婦
の
う
ち
、
夫

　
　
　
の
家
事
・
育
児
時
間
が
増
加
し
た
夫

　
　
　
婦
は
減
少
組
よ
り
出
生
率
が
10
％
も

　
　
　
高
か
っ
た
。 

ゆ
う
：
だ
け
ど
、
時
間
の
増
減
が
変
化
な
し

　
　
　
の
夫
婦
の
出
生
率
も
”増
加
夫
婦
“と

　
　
　
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
け
ど
ね
。 

あ
い
：
そ
う
だ
け
ど
、
第
２
子
の
出
生
率
を 

        

　
　
　
見
て
み
る
と
、
一
番
高
か
っ
た
の
が
、

　
　
　
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
の
”増
加
夫

　
　
　
婦
“な
ん
だ
よ
。 

　
　
　
夫
の
１
日
当
り
の
仕
事
時
間
（
10
時

　
　
　
間
以
上
）
の
増
減
別
で
の
比
較
で
も
、

　
　
　
第
２
子
の
出
生
率
は
、
仕
事
時
間
減

　
　
　
少
組
が
一
番
高
か
っ
た
よ
。 

　
　
　
夫
の
家
事
・
育
児
参
加
と
仕
事
時
間

　
　
　
減
少
が
、
第
２
子
を
産
む
か
ど
う
か

　
　
　
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
ね
。 

ゆ
う
：
な
る
ほ
ど
。
や
っ
ぱ
り
少
子
化
対
策

　
　
　
の
カ
ギ
は
、
夫
の
家
事
・
育
児
参
加

　
　
　
と
仕
事
時
間
減
少
、
そ
し
て
妻
が
出

　
　
　
産
後
も
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
職
場
環

　
　
　
境
が
必
要
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ね
。 

 

デ
ー
タ
・・『
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
』
厚

　
　
　
　
生
労
働
省   

平
成
18
年
3
月
8
日

　
　
　
　
公
表 

　
　
　
　
「
妻
の
職
場
の
育
児
休
業
制
度
の

　
　
　
　
有
無
別
1
年
間
の
出
生
状
況
」 

　
　
　
　
「
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
の
増
減

　
　
　
　
別
1
年
間
の
出
生
状
況
」 

　
　
　
　「
夫
の
仕
事
時
間
（
10
時
間
以
上
）

　
　
　
　
の
増
減
別
1
年
間
の
出
生
状
況
」

　
　
　
　
か
ら
。 

 

寄
稿
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

　
　
　
　
青
森
県
男
女
共
同
参
画
研
究
所 

　h
ttp
://w

w
w
2
.ocn
.n
e.jp/

〜g
en
d
er-k
/ 

 
 

男
女
共
同
参
画
社
会 

 

情
報
コ
ー
ナ
ー
◯６ 

 

◆
問
合
せ
先
　
企
画
財
政
課
　
☎
６
８
｜
２
１
１
７

（12） 平成20年（2008）9月号 



 

9月9日は『救急の日』 
消防本部からのお知らせ 
 

　9月9日は『救急の日』です。 

これを機会に、『病気やケガをした人に

対する応急処置』を身につけ『救急車の

正しい利用方法』について理解しましょう。 

　消防署では、救命講習会を実施してい

ます。あなたも心肺蘇生法・ＡＥＤ講習

を受講してみませんか？ 

　あなたは大切な人が倒れた時、何が出

来ますか？ 

　講習会などのお問い合わせは、最寄り

の消防署へご連絡ください。 

○問合せ先 

　　中央消防署　☎６２－３１４１ 
　　上北消防署　☎５６－２１１９ 
　　東北消防署　☎６３－２５２０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 同 特 設 行 政 ・  
人 権 相 談 所 開 設  
 

　困りごと・悩みごと・いやがらせなど人
権の擁護に関すること、行政に対する苦情・
要望・意見等に関することなど、一人で悩
んでいないでお気軽にご相談ください。 

○日　時　平成20年9月10日(水) 
　　　　　午前9時から正午まで 
○場　所　七戸町役場2階会議室 
　　　　　七戸庁舎1階相談室 
○相談料　無料《秘密厳守》 
○相談員　行政相談・人権擁護委員 
○問合せ先　町民課 ☎68－2112 
　　　　　　庶務課 ☎62－2111 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国民年金からのお知らせ 
 
社会保険庁からのお知らせです！ 

　ねんきん特別便がお手元に届い

たら、必ずご回答をお願いします。 

■年金記録について、様々なご確認

　をお願いしています。 

■封筒がお手元に届きましたら、記

　載されている記録などのご確認を

　お願いします。 

■同封の手続きのご案内を読み、必

　ずご回答をお願いします。 

※年金記録に関するお問合せは・・・ 

「ねんきん特別便専用ダイヤル」 

☎０５７０－０５８－５５５ 
月～金曜日：午前９時～午後８時 

土・日曜日：午前９時～午後５時 

またはお近く社会保険事務所へ 

 

◆９月の移動年金相談日　24日（水） 

柏葉館　午前10時30分～15時 

（問い合せ先）青森社会保険事務所 

☎017－734－7498 
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「しちのへ活性化大賞」 
候 補 者 募 集 ！  
 

　第４回「しちのへ活性化大賞」の

候補者を募集します。 

　対象は、産業・文化の振興、イベ

ント開催、人材育成活動など地域活

性化に取り組んでいる個人・団体で

す。自薦・他薦は問いませんのでご

応募ください。 

○応募締切　9月26日（金） 
○申込み・問合せ先　企画財政課 

　☎68－2940　FAX　68－2804 
 

 
障害のある方を対象とした 
N H K 放 送 受 信 料 の  
免除基準が変わります！ 
 

　平成20年10月1日から免除基準が

次のとおり変わります。 

【全額免除】 

■身体障害者・知的障害者・精神障

　害者が世帯構成員であり、世帯全

　員が町民税（住民税）非課税の場

　合に、全額免除となります。 

【半額免除】 

■視覚・聴覚障害者が世帯主の場合

　に、半額免除となります。 

■重度の障害者（身体障害者・知的

　障害者・精神障害者）が世帯主の

　場合に、半額免除となります。 

○問合せ先　健康福祉課　障害係 

　　　　　　☎68－3500 
 

 

 

 
排水設備工事責任技術者 
試 験 実 施 に つ い て  
 

○主　催　日本下水道協会青森県支部 
○実施日時　 
　平成20年11月5日（水）午後2時～ 
○試験会場 
　青　　森：青森県観光物産館アスパム 
　弘　　前：弘前市立観光館  研修室 
　五所川原：五所川原商工会議所 
　八　　戸：八戸プラザホテル  
　　　　　　プラザアーバンホール 
○受験料　8,000円（別途振込手数料） 
○申込書配布・受付　9月  2日（火）～ 
○受付締切日　　     9月17日（水） 
○申込方法　 
　申込書に所定の書類を添え、直接、上下
水道課まで持参すること。 
※受験資格については、一定の条件あり。 
○合格発表　11月19日（水）  午前９時～ 
　　　　　　　　　　　（上下水道課前） 
○申込書配布・受付・問合せ先 
　上下水道課　☎62－6243 
　E-mail：jouge02 

@town.shichinohe.aomori.jp 

 

 
知 っ て い ま す か ？  
水 道 料 金 の こ と  
 

　平成20年4月から水道料金を改定
に伴い、開栓状態であると水を使用
していなくても基本料金がかかりま
す。長期間水道を使用しない時は閉
栓のお申し込みをしてください。 
○問合せ先　上下水道課 
　　　　　　☎62－6243 
 
 
 

 

平成20年度  甲種防火管理 
新 規 講 習 の ご 案 内  
 

 事業所の防火管理者に選任させる
には資格が必要です。 
　消防法第８条により、学校、病院、
工場、事業場、興行場、百貨店など
の多数のものが出入し、勤務し、ま
たは居住する建物の管理権原者（建
物の所有者、賃借人など）は、建物
の用途、規模及び収容人員に応じて
防火管理者を定め、防火管理上必要
な業務を行なわせなければなりませ
ん。 
○講習日 　 
　平成20年10月28日（火） 
　　　　　　  ・29日（水） 
○講習時間　午前9時～午後4時まで 
（8時50分まで集合してください。） 
○講習場所　公立小川原湖青年の家 
○申込期間　 
　9月22日（月）～10月10日（金） 
○受講料　4,000円（テキスト代） 
○申込先  中部上北広域事業組合 
　消防本部予防課、中央消防署・ 
　上北消防署・東北消防署　 
○その他 
1．受講者数は100人です。 
2．申込期間内でも先着順で受講者  
　数が定員に達し次第締め切ります。 
3．講習日の受付は8時30分からです。 
4．遅刻や中途の入退室があると修了
　証の交付ができません。 
5．申込み後はテキスト代などの払戻
　しはしません。 
○問合わせ 中部上北広域事業組合
　消防本部予防課　☎62－3142
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第23回2級ホームヘルパー 
養 成 講 座 の ご 案 内  
 

○期　間　平成20年10月17日(金) 
　　　　　　　～11月29日(水) 
　全日制通学講座、約1ヶ月間で修了 

○募集資格　 

　18才以上の健康な方で男女、経験、

学歴は問いません。 

　（申込締切り：10月10日（金）） 

○定　員　24人 

○講座受講料　9万円 

　（受講料8万円、入学金1万円） 

○受　付　 

　随時 (定員になり次第〆切) 

○会　場　 

　楽晴会学習センター(旧やまと旅館) 

○問合せ先　楽晴会ＴＳ学院 

　担当：向谷地  ☎0176－53－1372 
 

 
七戸保健センターからの 
お 知 ら せ  
 

　七戸保健センターは、8月15日（金）

から職員が不在となりました。 

　今後、当センターで予定している

健康診断及び他の行事などについて

は今までどおり実施します。 

　ご用のある方は、天間林保健セン

ターまでご連絡くださるようお願い

します。 

○問合せ先　天間林保健センター 

　　　　　　☎68－4631 
 

 

 

 
法人県民税・法人事業税の 
電 子 申 告 に つ い て  
 

　県では、平成18年から地方税電子

化協議会が運営する地方税ポータル

システム（通称「eLTAX：エルタッ

クス」）を利用して、インターネッ

トによる法人県民税・法人事業税の

申告受付を開始しました。 

○利用できる手続き 

　法人県民税及び法人事業税の申告

手続き 

○利用できる方 

　納税者（法人）及び代理人（税理

士など） 

○電子申告の特徴　 

　無料でダウンロードできるeLTAX

専用ソフト「PCdesk」などで、申

告書の作成や申告手続きができます。 

○利用するには･･･ 

　eLTAXホームページで利用届出

を行ってください。また、初めて利

用される場合は、あらかじめ「電子

証明書」の取得が必要です。なお、

利用届出後、実際の申告ができるま

で数日かかります。ご利用方法など、

詳細については下記エルタックスホー

ムページをご覧ください。 

（eLTAXホームページ） 

http://www.eltax.jp/ 

○問合せ先　 

　上北地域県民局県税部　課税課　 

　☎22－8111（内線207･208） 
 
 
 

 
む つ 小 川 原 地 域・ 
産 業 振 興 財 団 の  
事業募集のお知らせ  
 

　（財）むつ小川原地域・産業振興財団は平

成元年3月に原子燃料サイクル事業者の協

力のもとに県によって設立され、県内各地

の産業振興や地域づくりの取り組みに幅広

く支援しています。平成21年度のむつ小

川原地域・産業振興プロジェクト支援事業

を次のとおり募集しています。 

○対象事業　地域の活性化及び産業の育成・

　振興を図る次の事業です。 

　①人材育成   ②技術開発   ③商品開発 

　④市場・販路開拓   ⑤観光開発 

　⑥環境整備   ⑦スポーツ・文化交流 

○助成金　事業費の５分の４以内 

○助成対象団体　県内の市町村、産業団体、

　地域づくりグループ・組織など 

○募集期間　平成20年9月1日（月）～ 

　　　　　10月31日（金）（必着） 

○助成金の決定　平成21年2月下旬 

○応募方法等　 

　事業実施要望書に事業計画等を添えて申

し込んでください。要望書の様式等につい

ては、役場企画財政課、または財団にご相

談ください。また、概要についてはホーム

ページでご覧になれます。 

○申込み・問合せ先 

　（財）むつ小川原地域・産業振興財団 

　〒030-0861　青森市長島2丁目10－4 

　　　　　　  ☎ 　017－773－6222 
　　　　　　　FAX　017－773－6245 

　（ホームページ） 

　http://www/jomon.ne.jp/̃mozaidan/ 
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青森県交通事故相談所の
ご 案 内  
 

　交通事故にあうと、賠償請求など
についてどうしたらよいのか、戸惑っ
てしまいます。こんなときは、青森県
交通事故相談所へご相談ください。 
○相談電話番号　　 
　☎017－734－9235（FAX兼） 
　午前8時30分～午後5時30分まで 
　（ただし、土日及び祝祭日を除く） 
　面接相談、電話相談の他、FAX
や手紙での相談も受け付けています。 
また、相談員が市役所などに出向き、
移動相談も行っています。 
○問合せ先　青森県交通事故相談所 
　〒030-8570　青森市長島1丁目1番1号 
                         青森県庁舎北棟１階 

 

 
手話講習会のお知らせ 
 

○日　時　平成20年9月10日（水）～ 
　11月5日（水） 

　毎週水曜日開催  午後7時～8時30分 
○場　所　柏葉館 
○対象者　小・中学生（保護者同伴） 
　　　　　高校生、大人一般 
○講　師　三沢ろう協会より派遣 
○参加費　無料 
○その他　初心者にはテキストを販
　売します。受講回数９回中７回以
　上出席者に修了証書を授与します。 
○申込み・問合せ先 
　町社会福祉協議会　☎62－6790 
　七戸手話サークル会長 
　　　　岡村千鶴子　☎62－2746 
 

 

 

 
県 立 八 戸 工 科 学 院  
生 徒 募 集 ！  
 

○科名、定員及び期間 

■機械システム工学科  25人  2年間 

■設備システム工学科  20人  2年間 

■自動車システム工学科  30人  2年間 

■制御システム工学科  25人  2年間 

○応募資格　 

　志願科に対する興味と強い就職意

識を有する高等学校卒業者。 

（平成21年3月卒業見込み者含む） 

○願書受付期間　 

　10月1日(水)～10月31日(金) 

○選考日　11月11日(火) 

○年間経費 

　【授業料】年額  118,800円 

　（年4回の分納） 

　※平成20年度実績 

　教科書・作業服・用品等として、

　2年間で約18～22万円程度必要で

　す。（研修旅行費含む） 

　※資格取得受験料は実費です。 

○問合せ先 

　青森県立八戸工科学院（学生係） 

　　　　　  ☎ 　  0178－28－6811 
　　　　　FAX　0178－28－6815 

　（ホームページ） 

　http://www.jomon.ne.jp/ 

̃koukag1/ 

 

 

 

 

 

 

 
第10回七戸町長争奪杯 
グラウンド・ゴルフ大会 
参 加 者 募 集 ！  
 

　町民の健康増進と参加者の親睦を図る
ため下記日程でグラウンド・ゴルフ大会
を開催します。ふるってご参加ください。 

○日　時　平成20年10月19日(日) 
○場　所　七戸総合運動公園 
○受付時間　午前8時30分～ 
○表　彰 
　　一般の部（男女別）1～10位 
　　協会員の部（男女別）1～10位 
○参加申込書 
　申込書は七戸体育館と天間林体育館に
あります。七戸体育館または天間林体育
館に提出してください。 
○申込締切　9月25日（木）まで 
○申込み・問合せ先 
　七戸町グランド・ゴルフ協会 
　　　　中村定男（☎62－5576） 
　　　　工藤　洸（☎68－2265） 
 

 
七戸高校『公開授業』の
お 知 ら せ  
 

　七戸高校では、地域に根ざした特色あ
る学校、開かれた学校を目指しています。
今年も、授業及び生徒の様子を自由に見
学できる「公開授業」を開催しますので、
ぜひご参観ください。 

○日　時　平成20年10月15日（水） 
　午前8時50分～午後3時15分まで 
　（当日は生徒玄関からお入りください） 
○問合せ先 
　県立七戸高等学校 

　☎62－4111　FAX62－4112 
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戸籍の窓口 
 

７月１６日～８月１５日 
 

◎お誕生おめでとうございます 

　子ども　　　　　　母親　　　住所 

町屋　瑞稀ちゃん　恵美子さん　長　　下 

鳴海　咲希ちゃん　まゆみさん　道 ノ 上 

加賀　市華ちゃん　美　子さん　七　　戸 

浦田　歩武く　ん　志津香さん　沼 ノ 沢 

　子　舞優ちゃん　真　美さん　原　　子 

山田　芽生ちゃん　千　春さん　十 役 野 

 

◎ご結婚おめでとうございます 

　竹　内　和　宏さん　十 和 田 市 

　新　山　桃　子さん　膝 　 　 森  

 

 

 

 

　坂　上　俊　介さん　天　　　王 

　蛯　名　由　香さん　東　北　町 

　江　成　　　健さん　神 奈 川 県  

　倉　岡　加奈子さん　野　　　続 

 

●お悔やみ申し上げます 

西　野　タ　キさん　88歳　貝 ノ 口  

田　中　正　博さん　53歳　七　　戸 

鳴　海　敏　子さん　56歳　上原子１ 

鳥谷部　き　よさん　93歳　鳥 谷 部  

森　野　　　繁さん　83歳　舘　　野 

新　山　ト　メさん　82歳　川　　去 

山　谷　　　操さん　85歳　笊　　田 

森　田　ふ　ささん　97歳　二 ツ 森  

中　津　桃　子さん　70歳　東 槻 木  

田　嶋　　　良さん　52歳　中　　岫 

　  みず き 

　   さ   き 

　  いち か 

　  あゆ む 

　　ま  ゆう 

　   め   い 

　 

　戸籍の窓口への掲載は、役場に届け出された時に、本人から確認でき

たものだけを掲載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広報しちのへ」に掲載したい方は役場町

民課へご連絡ください。　　　　　　　　　　☎ 68－2112（内線214） 

 

縄文をたどる　ふたつのバスツアー 〈上北編〉 
～縄文遺跡へ奥州街道がみちびく～ 

参  加  者  大  募  集！ 
 

○日　時・集合場所　 

【第１回バスツアー「新幹線から縄文へ」ルート】 

　　　平成20年9月21日（日）　午前9時　道の駅しちのへ 
【第２回バスツアー「青い森鉄道から縄文へ」ルート】 

　　　平成20年10月5日（日）　午前9時　道の駅おがわら湖 

○内　　容　七戸町・東北町から奥州街道・縄文遺跡二ツ森貝塚・長者久保

　　　　　　遺跡へのツアー、ミニワークショップ、郷土の特産品を使った

　　　　　　昼食 

○募集人数　各ルート　50人 

○参 加 費　無　料（ただし、昼食代として実費1,000円いただきます） 

○応募締切　第１回バスツアー：9月17日（水）午後５時 

　　　　　　第２回バスツアー：10月1日（水）午後５時 

○申込み・問い合せ先 　NPO法人 アルキメデス　事務局  担当  山田 

　              　☎53－9500（FAX兼）山田携帯 ☎090－5843－0478 
　　　　　　E-mail　archimedes1@orion.ne.jp 
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町の統計 
平成２０年７月３１日現在 

 

　男　　　８，８４５人 

（＋　　　７） 

　女　　　９，４９１人 

（－　　２４） 

　計　　１８，３３６人 

（－　　１７） 

世帯数　　６，８０２世帯 

（＋　　５０） 

（　 ）内は前月比 

 

★交通事故 

　件　　　　数 

７件 （３９件）〈＋　１〉 

　傷　　　　者 

８人 （５２人）〈＋　２〉 

　死　　　　者 

０人 （　０人）〈　　０〉 

（    ）内は１月からの累計 

〈    〉内は平成19年同月末比 

 

★町内の火災 

　建　　　　物 

１件 （６件） 

　林野・その他 

０件 （４件） 

（     ）内は１月からの累計 

＋ 
－ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

総務省統計局 
青森県七戸町 



～ヤマタネ所蔵作品による～  「日本画名品展」 

●発行日　平成20年９月１日発行　発行者：七戸町企画財政課　〒039－2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

（この広報は再生紙を使用しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　春・夏・秋・冬、四季折々の美しい自然や風景は、古くから多くの

芸術家たちを魅了し、絵画や工芸に表現してきました。季節ごとの草

花や樹木、山野を駆け巡る動物たちや季節とともに装いを変える人々

など、日本画の世界には、我が国の豊かな風土から生まれた日本なら

ではの「美」があらわされています。本展では、各時代の芸術家たち

がこれをどのように捉え、その美をどう表現しようとしているかを検

証しようというもので、近・現代の充実した日本画コレクションで知

られる「ヤマタネ所蔵作品」から、選りすぐりの名品を一堂にご紹介

いたします。横山大観から牧進まで、明治・大正・昭和そして平成と、

「一度見たかったあの画家」の名品たちに、必ずやめぐり合うことが

できるでしょう。 

 

■入 館 時 間　10:00－17:30（閉館は18:00)　　■入館料　一般850(650)円、高校･学生400(320)円、小･中学生200(160)円 

■展示替え休館　9/1(月)～9/12(金)まで　　　　　　＊( )内は前売券、20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊前売券は、サークルＫサンクス県内各店でお買い求めいただけます 

■問い合わせ先　町立鷹山宇一記念美術館　☎ 62－5858 

 

～ヤマタネ所蔵作品による～  「日本画名品展」 ～ヤマタネ所蔵作品による～  「日本画名品展」 
青森放送創立55周年 

会  期 ／ 9月13日(土)～10月13日(月・祝)　会期中は無休 

本展出品〈ヤマタネコレクション〉 
上村松園「麗容」昭和19年頃、軸装 

 

 

　町では、小・中学校の児童生徒の国際感覚と外国語能力向上のため、２人のALT（外国語指導助手）を各

学校に派遣しています。日本文化に興味津々の２人です。町で見かけたら笑顔で声を掛けてあげてくださいね！ 

皆さんよろしくお願いします。（ALTの紹介） 

アメリカ合衆国カリフォルニア州ロサンゼルス出身。 

1986年4月28日生まれの22歳。バージニア州立大学を

卒業。8月から七戸地区の幼稚園、小・中学校を担当して

います。 

■趣　　味　スポーツ 
　　　　　　（バレーボール、バスケット、サッカー、フリスビー） 
■町の印象　緑がたくさんあり、きれいな所。 
■やってみたいこと 
　　　　　　温泉に入る、スキー、スノーボード、和太鼓、
　　　　　　十和田湖・八甲田山に行ってみたい。 

 

 

アメリカ合衆国ネバダ州ラスベガス出身。 

1984年1月17日生まれの24歳。ラスベガス大学を卒業。

町に在住して３年目になります。 

天間林地区の小・中学校を担当しています。 

■趣　　味　絵を描くこと、ピアノ、テニス 

■町の印象　自然がたくさんある。 
　　　　　　子どもたちが明るく元気。 

■やってみたいこと 
　　　　　　スノーボード、ビーチに行ってみたい。 
 

 

ヒーロン・　　　　　 
　　コートニー さん 
Hearon Courtney 

　みなさんこんにちは。

毎回、子どもたちと楽し

く英語の勉強をしてい

ます。日本語の説明がと

ても難しいですが、これ

からも頑張ります！ 

 

クライン・　　　　　 
　　ブランドン さん 
Cline Brandon 

　七戸の子どもたちに、

英語を教えることを、と

ても楽しみにしていま

す。身長が199センチあ

るのでビックリしない

でくださいね！よろし

くお願いします。 

 


